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近
年
、
地
域
に
お
け
る
人
口
及
び
世
帯

数
の
減
少
や
既
存
の
住
宅
・
建
築
物
の
老

朽
化
等
に
伴
い
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
・
建
築
物
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
鞍
手
町
に
も
、
７
３
０
件
の
空
家
が

あ
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
空
家

は
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

空
家
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適

切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
状
態
の
空
家
は
、
防
災
・
防
犯
・

安
全
・
環
境
・
景
観
の
阻
害
等
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
早
急
な
対
策
の
実
施
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
こ
の
空
家
問
題
の
抜
本
的
な
解

決
策
と
し
て
平
成
27
年
５
月
に
「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を

施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
鞍
手
町
で
は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
、
空
家
等
に
関
す
る
対
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
に
「
鞍
手
町

空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

鞍
手
町
空
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

●対策が必要な空家等
「空家等対策の推進に関する特別措置法」では、
次の空家等及び特定空家等について対策が必要と
規定されています。

建築物またはこれに附属する工作物であって居住その
他の使用がなされていないことが常態であるもの及び
その敷地（立木その他の土地に定着する物を含む）。た
だし、国または地方公共団体が所有し、または管理す
るものを除く。

空家
等

空家等のうち、以下のような管理不全状態であると認
められるもの
①倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態
②著しく衛生上有害となるおそれのある状態
③適切な管理が行われないことにより著しく景観を損
なっている状態
④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置する
ことが不適切である状態

特定
空家
等

●空家等に関する対策
鞍手町では「特定空家等判断基準」に基
づき、平成29年度に町内の空家を調査し「特
定空家等」を確定します。特定空家等と判
断された空家等の所有者に対しては、法に
基づき、改善のための必要な措置（助言、
指導、勧告、命令、行政代執行）を講じます。

※対策に取り組む際の優先順位については、悪
影響が及んでいる状況（危険度等）を判断し、
対応していくこととしています。基本的には、
上記で該当する特定空家等への対応を優先し
ますが、地域の要望などにより随時対応して
いきます。
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